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の主著『ニーチェ――神話の試み』（Nietzsche. Versuch einer Mythologie.
Bondi : Berlin１９１８）でベルトラムは神話を敷き写しにし，かつ新たな神
話を創生する文学の一翼を担った。このような文学は，第一次世界大戦後
１）Bertram, Ernst : Das „Jahrbuch für die geistige Bewegung“.（Stefan George II）. Mitteilung der
Literaturhistorischen Gesellschaft Bonn.８. Jahrgang １９１３, Heft１. Cohen : Bonn.この講演原稿
は５０年以上再刊されず，いわば幻の『精神運動年鑑』論であった。その後，Bertram, Ernst
（Hrsg. v. Wuthenow, Ralph-Rainer）: Dichtung als Zeugnis. Frühe Bonner Studien zur Literatur.
Bouvier : Bonn１９６７, S.１６０－１８５.で再刊され，さらに一部が Wuthenow, Ralph-Rainer（Hrsg.）:
Stefan George in seiner Zeit. Dokumente zur Wirkungsgeschichte Band１. Klett-Cotta : Stuttgart
１９８０.に採録された。本稿は Cohen版の初版をテキストとする。ベルトラムは同「通信」第
３年第２冊として講演原稿「シュテファン・ゲオルゲについて Über Stefan George」を刊
行しているため，『精神運動年鑑』に関する講演には「シュテファン・ゲオルゲ」とい
う副題がつけられている。























２）Killy, Walther（Hrsg.）: Literaturlexikon. Autoren und Werke deutscher Sprache. Digigale



























４）Jappe, Hajo : Ernst Bertram. Gelehrter, Lehrer und Dichter. Bouvier : Bonn１９６９, S.３１１.






















５）Cf. Raschel, Heinz : Das Nietzsche-Bild im George-Kreis. Gruyter : Berlin/New York１９８４, S.
１５３ff.
６）Cf. Helbing, Lothar u. Bock, Claus Victor（Hrsg.）: Stefan George. Dokumente seiner
Wirkung. Aus dem Friedrich Gundolf Archiv der Universität London. Castrum Peregrini :
Amsterdam１９７４, S.１５.
















































































































８ 言語文化研究 第３０巻 第１号
つ決然と戦ってきたものはシュテファン・ゲオルゲ以外にいない。この時
代のさまざまな傾向に対して彼は嘆きや嫌悪，さまざまな提案ではなく，























































































































































































































































































































































































の決断」Entscheidung für das Lebendige（ヴォルタース：「要綱」，『精神運動年
鑑』第１巻）であるとされる。「ここから何が生まれてくるのか，われわれは
知ることはできない。（中略）しかし肝心なのはそもそも認識や野心への信仰




















die heroische Grundempfindung des Lebensである。それを前にしては，個人的
な人間とか，そんな人間に捧げられうる哀れな崇拝 ein armseliger Kultusとか
は何ほどのものであろう？ 彼の仕事，すなわち詩作品に対してゲオルゲは決



















deutschen Geistes böses Gewissenとされる。そして，国境の内なる者のための

























Hör’ auf die Worte harum horum : harum horumという言葉に耳を澄ませ
Ex tenui Spes Saeculorum. 些細なものから世紀の希望は来る。
Willst du die harum horum kennen, harum horumを知ろうとすれば，
Jetzt werden sie dir sich selber nennen. いまやそれらが君に自らを名のるであろう。
２２ 言語文化研究 第３０巻 第１号










































































の本質は生まれてくる。「（芸術的）創造が審美的問題 ein ästhetisches Problem
ではなくて宇宙的問題 ein kosmisches Problem」であったとされるダンテ，シェ
イクスピア，ゲーテの顰みに倣い，芸術作品が「素材 Stoffが形式 Formを通
して形成物 Gestaltへと具体的に貫徹していくという象徴に倣って，形成され





































































































































































































術草紙第１冊』，「序言と箴言」Einleitungen und Merksprüche der Blätter für die Kunst.
Küpper : Düsseldorf und München１９６４, S.７.）
３２ 言語文化研究 第３０巻 第１号
マニスティックの対立にとどまらない，芸術の存在とその受容と作用について
の認識の差異が露呈しているのである。１４）
１４）小論は２００８年度松山大学特別研究助成の成果の一部である。
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